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我々人間は,あ らゆるモノに名前をつけて他人とコミュニケ

ーションをとっている。ただし,それらの名称の多くは国や地

域によって異なり,互いに異なる国や地域の人同士が意思疎通

を図るには現在では英語を用いるのが普通だ。一方,生物はど

うであろうか。もちろん,生物にも国や地域によってそれぞれ

独自の名前 (俗名,地方名や各国内の標準名)がつけられてい

るが, ラテン語で表記される全世界共通の学名というものがあ

る.現在,ラ テン語を母国語としている国がないことから,学

名は言語として変化しない安定性をもっている上に, どの国の

人にとつても公平である。この学名に関わる様々な基本ルール

を考え出したのがスウェーデンの博物学者カール・フォン・リ

ンネ(1707-1778)で ある.「近代生物分類の父」と呼ばれるリン

ネは,生物学の歴史上の人物としては,今や進化論のダーウイ

ンと並んで有名であろう。しかし,分類体系の基礎を築いたと

いう以外にリンネ自身のことや彼の業績ついて詳しく知ってい

る人は少ないのではないだろうか.(動物)分類学の専門家でさ

え,(動物の)学名の基点となるリンネ著『自然の体系 第 10
版』を読んだことがある程度だと思う.

リンネ生誕300年 を記念して千葉県立中央博物館から発行さ

れた本書は,14年前に同館から出版された特別展図録『リンネ

と博物学 :自然誌科学の源流』 (1994年 8月 21日刊行)をベー

スにした増補改訂版である.同館には5,000点 を越すリンネ関係

の貴重な資料が所蔵されており,本書はそれらを多くのカラー

た淀川水系の変遷とその保全・復元に向けて.森 誠一 (編 ),
pp.223239。 淡水生物の保全生態学.信山社サイテック,東
京。
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図版を用いて惜しげもなく掲載している。科学的,文化的に価

値が高いオリジナル資料を眺めるだけでも気分がよいが,本書

の内容の濃さにも圧倒される。以下,本書を目次にそつて紹介

するが,こ の書評が『魚類学雑誌』に掲載されることから,動

物学関係の記事を中心に述べ,植物学に関する記事は簡単に触

れる程度とする。

本書の第 1章が始まる前に,ロ ンドン・リンネ協会における

天皇陛下のリンネ生誕300年記念行事基調講演(2007年 5月 29

日)「 リンネと日本の分類学」の全文が英文と和文で 13ページ

に渡って掲載されている。リンネと日本の関係,学名が日本で

最初に使用された本の話などが事細かに記されており,非常に

興味深い内容である。もちろん,ご専門のハゼ科魚類の研究に
ついても述べられている。この後,千葉県知事と千葉県立中央

博物館館長のことばが掲載されているが,xx面 ページ下から4

行日の1935は 1735の誤りだと思われる.

さて,続 く本文に進むと,第 1章「リンネのしごと1」 には東

アジアに1冊 しかないという『自然の体系 (初版)』 オリジナル

版の全ページがカラーで紹介されており, さらに各ページの日

本語訳が付されている.『 自然の体系 (初版)』 のオリジナル版

をみる価値に加え,それを日本語で読むことができるという二

重の喜びに浸れる内容である.ま た, 日本語訳にくわえ詳しい

解説もなされており,訳だけでは曖味な部分も深く理解できる

ようになっている.た とえば,『 自然の体系 (初版)』 の表紙の

カラー写真 (4ページ)の 日本語訳 (5ページ)の下に,表紙に

書かれている内容の解説がある.一例として紹介すると,表紙

の著者名に関する解説では,「スウェーデン人としての氏名Carl

Lim6を ラテン語化してCarolus Limacusと 称した.語尾変化を

するとCaroli Limaciと なる。1762年 ,ス ウェーデン国王により

貴族に列せられてから,Carl von Lim6(カ ール・フォン 0リ ン
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ネ)を好んで使った。ただし,近年の分類学者は種の学名の命
名者としては“Limacus"を 多く使っている」とあり,解説の丁

寧さが分かる.『 自然の体系 (初版)』 の魚類に関する記述に注

目してみると,本書の日本語訳から, リンネが魚類学者Pettus
Artedi博士の分類体系を踏襲していることがよく分かる.なお,
『自然の体系 (初版)』 の動物界には36属の魚類がリストされて

いる (本書34ページ).

第2章「リンネのしごと2」 には,千葉県立中央博物館に所
蔵されているリンネ関連文献90点やリンネ自筆の書簡2通がカ

ラー写真と解説で紹介されている.書簡は2通 ともフランス・
モンペリエ大学の教授の有毒植物についての質問に答えた長文

の手紙であるが,この手紙については日本語訳が載っていない。

個人的にはリンネの手紙の書き方や内容に興味があるので,訳
がないのは残念だ。本章で紹介されているリンネ文献の中で魚

類に関係するのは,『スウェーデン動物誌 (初版)』 で,『 自然

の体系 (第 10版 )』 に先駆する1749年 に出版されている。スウ

ェーデンの魚類を含む動物相を二語名法によりまとめた大著で,

多くの新種が記載されている.やはり植物関係の文献が多いの

だが,毛色の変わった論文も紹介されている。たとえば,喫茶
の習慣についてのリンネとティレウス著『喫茶』や, コーヒー

の飲み方や貿易,医学的効能についてのリンネとスパールシュ
ーフ著『コーヒーの飲用』など,医者として,博物学者として
のリンネの知識の広さが伺える.

第3章「リンネコレクションから」では, リンネおよびリンネ

に関係する出版物の図版がカラーで,かつ贅沢にも1図版につ

き1ページをさいて掲載されている。学術的というより,美術
的な価値が高そうな気がする。ここでは62枚の図版が掲載され

ているが,やはり植物画が多く,動物は昆虫が3枚 ,鳥類が3
枚で,魚類の図版はない。また,本章の終わりには,千葉県立
中央博物館に所蔵されている, リンネと関係者のメダルがカ

ラーで42種掲載されている.

ここまで,第 1章から3章までは,図版と解説を見ながら楽し
む内容であるといえるが,第 4章「自然誌科学の源流,リ ンネ」
は読み物として楽しむ内容になっている。13編の非常に充実し

たリンネに関する総説からなり,本章だけを製本してもりっぱ
な本になるほどの価値がある.各総説には多数の写真と詳細な
表が盛込まれ,ま た引用文献も充実している。ここでは紙面の

制約上,各総説のタイトル,著者,ページのみを列記する。「最
高のナチュラリスト, リンネーその最大の寄与,植物分類体系
と学名の確立― (木村陽二郎)pp.183-193」 ,「分類学の黎明期

における生物分類と種概念―リンネとアダンソンの分類理論を

中心に一 (直海俊一郎)pp。 195-209」 ,「植物分類学の始祖とし

てのリンネと種名のタイプ (大場秀章)pp.211215」 ,「植物と

動物の学名について (天野 誠)pp。 217-224」 ,「 リンネと医学
(梶田 昭)pp.225430」 ,「 リンネと生態学 (沼 田 員)pp。
231-236」 ,「 リンネと昆虫学 (小西正泰)pp.237444」 ,「 リン

ネと鳥類学 (桑原和之・茂田良光)pp.245-246」 ,「 リンネと藻

類学-17～ 18世紀における藻類Algacの認識― (宮田昌彦)pp.
247456」 ,「リネーとロシアの博物学者―リネーーラックスマン

父子一大黒屋光太夫一桂川甫周 (国瑞)(小原 敬)pp.257462」
「リンネゆかりの旧クリフォート邸を訪ねる (大場秀章)pp.
263つ 68」 ,「ロンドン・リネアン・ソサエティー :その歴史と現

状 (大場秀章)pp.269-274」 ,「ロンドン・リネアン・ソサエテ

イー訪問記 (林 浩二)pp.275-278」 .

本書の末尾には2つの「資料」が付記されている。まず,「 リ

ンネ関係年表」では, リンネに関わる事象の年表に,その時に

起こった世界と日本での出来事が併記されており, リンネの活

躍した時代背景を理解するのに有益である。たとえば, リンネ

が誕生した年は, 日本では富士山が噴火した年でもあり, リン

ネが死去する2年前はアメリカ合衆国が独立した年でもあるこ

とが分かる.次の資料として,リ ンネ編『学問のたしなみ (初
版第9巻 )』 の巻末を元に作成された「リンネが授与した学位・

口述論文タイトルー覧」が掲載されている.こ こには,186編
の論文のタイトル (原文と和訳),その発表者 (リ ンネの学生)
183名 の名前と出身地,発表年月などが列記されている。この
あらゆる分野を網羅した論文タイトルー覧をみると,改めて博
物学者としてのリンネの偉大さに気づかされる。

このように,本書はリンネやその関係者たちに関わる千葉県
立中央博物館所蔵のリンネコレクションの紹介にとどまらず,

リンネの業績についてさまざまな視点から論考されており, さ

らにはよく整理された詳細な資料がふんだんに詰め込まれてい

る.価格は若干高いが,それに見合うだけの内容がある本であ
る.大学関係者は講義の資料としても本書を活用できるのでは
ないだろうか。分類学を専門としている研究者はもちろんのこ

と,各図書館や博物館にも1冊は置いておきたい本である。

(本村浩之 HirOyuki MOtomura〒 890-0065鹿 児島市郡元 1-

21-30 鹿児島大学総合研究博物館 e_mail:motomura@kaum.

kagoshima… u.acjp)
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水族館の仕事 ―西 源二郎・猿渡敏郎 (編著)。 2007.東海
大学出版会,秦野 .245 pp.ISBN978-4-486… 01770-7.3,200円
(税別)。

ここ数年,水族館の仕事や役割,見所などを紹介する書物が

多数出版されている。本書もそのうちのひとつであるが,水族
館の魅力や役割などが丹念に紹介されているだけではない。

本書は6部 15章で構成されている.まず水族館の仕事の代表

例として飼育係の業務全般が紹介されている (第 1部 ).次いで

私たちが目にする水生生物の展示がどのように行われているの

か,展示生物の確保と水族館への搬入から,それを飼育するた
めの設備の話, さらには飼育水を良質に維持するために不可欠

な濾過バクテリアについて,わかりやすく,かつ学術的トビッ
クスを交えて解説されている (第 2部 )。 これらの話題に続く第

3,4部では,飼育員が南極や北極といった極寒地で遂行する展
示生物の採集や,サ ンマやイセエビ,ク ラグ,深海魚など,飼
育が非常に困難な生物に対峙し,なんとかそれらを状態よく飼
育し,多 くの人々に見てもらえるように努力した経験が記され
ている。飼育員の仕事,いや,仕事という枠を超えて,生物の

飼育や展示に日々傾けた情熱が伝わってくる。第5,6部では,
水族館が取り組む環境保全活動や教育活動が紹介され,水族館
がただ単に水生生物を展示している娯楽施設などではないこと

がよく理解できる.ま た,水族館と研究機関あるいは教育機関
が協働する際の参考にもなるだろう.



′5θ 会員通信 。News&Comme∩ ts

図書紹介・ New Publications

本書の意図は,水族館が,水生生物の保護や研究,教育啓発

活動を担う総合的な生涯学習機関であることを読者に認識して

もらうことにあるという.た しかにその意図は果たされている

と思うが,私はそれ以上に,水族館で働きたいという希望をも

つ人が水族館の可能性や水族館で働くことの現代的な意義をさ

らに深く考えるための貴重な情報源のひとつになっていると思

う.本書は,水族館で働く魅力を生き生きと読者に語りかけて

くる.水族館に勤務している全ての人が自分の望む仕事を担当

できるわけではないだろうが,希望業務を担当することができ

れば,情熱次第でかなりのことができることが読み取れる.そ
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水辺の小わざ.一「水辺の小わざ」プロジエクトチーム (著 )

(濱野龍夫・伊藤信行,編 ).2007。 山口県土木建築部河川

課,山口.256 pp.2,500円 (税込・送料別)。 本書は,独立

行政法人水産大学校の濱野氏と山口県土木建築部河川課の伊

藤氏を中心とした「水辺の小わざ」プロジエクトチームの 2

年間の成果を纏めたもので,河川の生態系を保全復元するた

めの山口県版,安価な工法・工夫事例集である.それにとど

まらず,河川区分,水質,生物,環境,漁業などの解説を加

え,総合的な川のハンドブックとなっている。「小わ利 なが

ら,いい所の拾い取りをできるものが少なくないはず.山口

県土木建築部によるサイトhttp://www.pre■ yamaguchi。 lgojp/

cms/a18600/kawadukuri/kowaza.htmlま たは水産大学校研究室

HPのサイトhttp:〃
…
2.nsh― u.acjp/LAIZ/topics/kowaza/に 解説

と申込方法,申込用紙があるので,フ アクスにて山口県刊行

物普及協会 (083-923… 9139)|こ 申し込む。   (酒 井治己)
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新知見紹介

有明海で採集されたコウライマナガツオ

〃物η ″s θελli4θ gα s″θr caughtin Ariake Sound,Kyushu

写真の魚 (図 1)は ,有明海奥部の六角川河口で “あ

んこう網"(潮待ち網の一種)を操業する佐賀県白石市

ういった意味で,水族館に興味のある読者はもちろんのこと,

水族館勤務を望む人にとくにお勧めしたい.

最後に,編者によれば,水族館での様々な研究活動に焦点を

絞った姉妹書の出版を準備中であるという.そちらの出版も楽

しみに待ちたい。

(荒 山和則  Kazunori Arayama〒 311-3512茨 城県行方市

玉造甲 1560 茨城県内水面水産試験場  c― mail:arakichi@

ignaisuishioecnetjp)

種を記載する一生物学者のための実際的な分類手順一.―ジユ

デイス E。 ウインストン (著 )。 馬渡峻輔・柁原 宏 (訳 ).
2008。 新井書院,東京.653 pp.ISBN978… 4…903981-00-0。

7,800円 (税別)◆ 本書は1999年 に出版されたJudith Eo Win―

stOnの 「Describing species:practical taxonomic procedure for bi―

ologists」 の訳本で,「序論」,「種を認識する」,「種の記載の

執筆」,「種の記載を超えて」の4部から構成されている。本

書では新種記載の基本的な手順を,新種の発見から文献調査 ,

分類学的考察,記載,そ して出版にいたるまで丁寧に説明し

てある。記載例では原書の英文を残して日本語の記載と対応

させているため,実際の記載方法が理解しやすい。また,最

終部「種の記載を超えて」には「亜種」。「属レベルの記載と

リビジヨン」・「検索表」などの章が設けられ,単なる種の記

載を超えた,発展的な内容が含まれる.各章の参考文献は事

項別にまとめられ,イ ンターネットのサイトなども紹介され

ている。したがつて,必要な情報に容易にアプローチできる.

種の記載の実際が基礎から応用まで理解でき,分類学に携わ

る学生にはおすすめの1冊である. (片山英里 )

(旧小城郡芦刈町)在住の陣川武彦氏によつて1999年 9

月28日 に漁獲された,尾叉長 301■mの コウライマナガ

ツオ2″ρtts θθttJκOgα s″θrである.同氏から,マナガツオ

乃η s′α″ε
"′

JssJ“πsと は形態の異なる類似種がときお

り漁獲されることを聞き,確認のため標本採集を依頼し

た筆者の一人の求めに応じて提供されたものである.こ

の標本は,中坊 (2000)が コウライマナガツオの特徴とし

て記しているとおり,波状のリッジ域が後頭部にしか形

成されていない.ま た,有明海で多 く漁獲されるマナガ
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